
＜月次運用レポート＞ 2026年9月30日現在

　設定来の基準価額の推移
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純資産総額(右軸)

分配金再投資基準価額(左軸)

基準価額(左軸)

※基準価額は1万口当たり、作成基準日現在、年率0.9966％(税抜0.906％)の信託報酬控除後です。

※分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したものです。

※グラフは過去の実績であり､将来の成果を示唆または保証するものではありません。

SBI岡三 NASDAQ AIアクティブファンド
追加型投信／海外／株式

ファンドは特化型

運用を行います。

 基準価額 16,624 円

 純資産総額 39.1 億円

　騰落率

1ヵ月前 3ヵ月前 6ヵ月前 1年前 3年前 設定来

分配金再投資基準価額 4.53% ▲ 5.53% 35.29% 38.61% 　　 － 66.24%

参考指数 ▲ 0.13% 0.70% 27.20% 26.12% 　　 － 48.73%

※基準価額は1万口当たりです。

　ポートフォリオ構成比率

株式 98.0%

(内外国株式） (98.0%)

(内先物） (0.0%)

投資信託証券 0.0%

短期金融商品その他 2.0%

99.5%

組入銘柄数 32 銘柄 

マザーファンド組入比率

※マザーファンドを通じた実質比率です

（マザーファンドの組入比率を除く）。

※銘柄数は、新株等がある場合、別銘柄

として記載しております。

　最近5期の分配金の推移

2024/12/12 0 円

2025/06/12 0 円

2025/12/12 0 円

2026/06/12 0 円

設定来合計 0 円

※分配金は1万口当たり、税引前です。

運用状況等によっては分配金額が

変わる場合、或いは分配金が支払

われない場合があります。

※騰落率は、1ヵ月前、3ヵ月前、6ヵ月前、1年前、3年前の各月の月末および設定日との比較です。

参考指数の騰落率は、当該日前営業日の現地終値を基に算出しております。

※分配金再投資基準価額の設定来騰落率は、1万口当たりの当初設定元本との比較です。

※参考指数は、NASDAQ総合指数（配当込み）〔円換算後〕です。

※参考指数の騰落率は、Bloombergのデータを基にＳＢＩ岡三アセットマネジメントが算出しております。

※参考指数は、当該日前営業日の現地終値に為替レート（対顧客電信売買相場の当日（東京）の仲値）を

乗じてＳＢＩ岡三アセットマネジメントが算出しております。

※Nasdaq®は、Nasdaq, Inc. またはその関連会社（以下、Nasdaq, Inc.およびその関連会社を

「Nasdaq社」と総称します）の登録商標であり、SBI岡三アセットマネジメント株式会社が使用許諾を

受けています。Nasdaq社は、SBI岡三アセットマネジメント株式会社が設定するアクティブ・ファンド

の運用プロセス、または当該ファンドのマーケティングまたは取引に関連して、いかなる関係も責任も

負いません。当該アクティブ・ファンドとその運用プロセスの合法性または適格性はNasdaq社に

よって保証されたものではありません。当該ファンドは、Nasdaq社によって発行、承認、販売、または

販促されるものではありません。また、Nasdaq社は、当該ファンドに関していかなる保証も行わず、

責任を負いません。

当レポートは10枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。（1/10）  553178



＜月次運用レポート＞ 2026年9月30日現在

　SBI岡三 NASDAQ AIアクティブマザーファンドの状況(1)

※比率は、マザーファンドの純資産総額に対する組入比率です。

※銘柄は、新株等がある場合、別銘柄として記載しております。

※業種は、GICS産業グループの分類です。

※外国銘柄の日本語表記は、QuickFactSet、Bloombergを参照しております。

　組入上位10銘柄

銘柄名 業種 比率 銘柄概要

1 エヌビディア 半導体・半導体製造装置 10.2% 

テクノロジー企業。科学的計算、AI、データサイエンス、自動運転
車、ロボット工学、メタバース、3Dインターネットアプリケーション
のためのプラットフォームの開発に従事。PCグラフィックにも注力
する。世界各地で事業を展開。

2 アップル
テクノロジー・ハードウェア
および機器

9.2% 

IT会社。スマートフォン、パソコン、タブレット、ウェアラブル端末、
アクセサリーの設計、製造、販売に加え、各種関連アクセサリーの販
売に従事。決済、デジタルコンテンツ、クラウド・広告サービスも手
掛ける。消費者、中小企業、教育、企業、および政府機関の各市場
を対象に世界各地で事業を展開。

3 マイクロン・テクノロジー 半導体・半導体製造装置 7.0% 
子会社を通じてDRAMチップ、SRAMチップ、フラッシュメモリ、
半導体部品、メモリモジュールなどを製造、販売。

4 メタ・プラットフォームズ メディア・娯楽 5.7% 
ソーシャルテクノロジー会社。ユーザーをつなぎ、コミュニティを見
つけ、事業の成長を支援するアプリケーションおよび技術を構築す
る。広告、拡張機能化、仮想現実も手掛ける。

5 ウォルマート 生活必需品流通・小売り 4.0% 

小売スーパー・チェーン。ディスカウントストア、スーパーセンター、
および住宅隣接型の店舗を経営する。主な販売商品は、衣料品、家
庭用品、小型家電、電子機器、楽器、本、リフォーム用品、靴、宝石
類、子供服、ゲーム、家事用具、ペット、医薬品、パーティーグッズ、
および自動車用工具など。世界各地で事業を展開。

6 マイクロソフト ソフトウェア・サービス 3.7% 

グローバル・テクノロジー会社。生産性・業務プロセス、インテリジェ
ントクラウド、パーソナルコンピューティング分野向けにソリュー
ションを提供する、AIを活用したプラットフォームおよびツールを
開発する。世界各地で事業を展開。

7 ラムリサーチ 半導体・半導体製造装置 3.7% 

IC製造用の半導体処理装置メーカー。アフターサービスも提供す
る。製品は、シリコンウエハー上に付着させた特殊フィルムの一部
をエッチングして回路を設計するために使われる。世界で製品を販
売。

8 マーベル・テクノロジー 半導体・半導体製造装置 3.3% 

半導体メーカー。半導体やその関連技術を開発、製作する。セキュ
リティおよびネットワークプラットフォーム、安全なデータ処理、
ネットワーキング、ストレージソリューションを提供する。世界各地
で事業を展開。

9
クラウドストライク・ホールディ
ングス

ソフトウェア・サービス 3.2% 

サイバーセキュリティ製品・サービス会社。エンドポイントへのクラ
ウド提供の保護、クラウドワークロード、アイデンティティとデータ、
主要脅威インテリジェンス、管理セキュリティサービス、IT運営管
理、脅威ハンティング、ゼロトラスト・アイデンティティ保護、および
ログ管理を提供する。世界各地で事業を展開。

10 KLA 半導体・半導体製造装置 3.2% 
半導体メーカー。主な製品は、表面プロファイラー、ナノ機械試験
器、チップ、および半導体組立ソリューションなど。米国で事業を展
開。

SBI岡三 NASDAQ AIアクティブファンド
追加型投信／海外／株式

当レポートは10枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。（2/10）  553178



＜月次運用レポート＞ 2026年9月30日現在

　SBI岡三 NASDAQ AIアクティブマザーファンドの状況(2)

　組入上位10業種

業種名 比率

1 半導体・半導体製造装置 42.5%

2 テクノロジー・ハードウェアおよび機器 17.8%

3 メディア・娯楽 12.7%

4 ソフトウェア・サービス 11.6%

5 生活必需品流通・小売り 4.0%

6 消費者サービス 3.8%

7 一般消費財・サービス流通・小売り 2.1%

8 資本財 2.1%

9 食品・飲料・タバコ 1.2%

10 自動車・自動車部品 0.8%

SBI岡三 NASDAQ AIアクティブファンド
追加型投信／海外／株式

※比率は、マザーファンドの純資産総額に対する組入比率です。

※業種は、GICS産業グループの分類です。
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※各数値はマザーファンド組入銘柄の財務データを基に組入比率を

用いて加重平均して計算しています。

※EPS成長率とROEは今年度予想ベース、売上高成長率は前年度

実績ベースです。
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ファンドと代表的な株価指数の月間騰落率比較

※騰落率は月末時点保有銘柄の月間騰落率(月末前営業日ベース)

(米ドルベース)です。

※上位3銘柄、下位3銘柄およびNASDAQ総合指数を記載して

おります。

※ファンドは分配金再投資基準価額（信託報酬控除後）です。

※NASDAQ総合指数、S＆P500種指数および世界株式指数は

配当込みの指数、円換算後です。当該日前営業日の現地終値に

為替レート（対顧客電信売買相場の当日（東京）の仲値）を乗じて

算出しております。

※TOPIXは配当込みの指数です。

※世界株式指数はMSCIオール・カントリー・ワールド・インデックス

です。

（出所：Bloombergデータを基にＳＢＩ岡三アセットマネジメントが作成）

（％）
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　ファンドマネージャーのコメント

＜投資環境＞

9月の米国株式市場は横ばい圏で推移しました。月初には、米連邦準備制度理事会（FRB）高官が政策金利の据え置きを示唆する発言

を行ったことを好感するような動きも見られました。しかし中旬にかけては、8月のインフレ統計を受けて利上げ観測が強まったことなど

から、株価は軟調に推移しました。米連邦公開市場委員会（FOMC）では3年ぶりの利上げが決定されました。利上げ後の株式市場は反

発の動きを見せましたが、下旬は、国債利回りが一段と上昇したことなどを受けて、一進一退の値動きとなりました。このような中、

NASDAQ総合指数（配当込み）は上昇しました。月後半にはAI関連投資への期待が再び強まり、AI関連株を中心とした大型テクノロ

ジー株の上昇が指数を牽引しました。

ドル/円相場は下落（円高・ドル安）しました。上旬は、米政府高官の発言や日銀審議委員の講演をきっかけに日銀の利上げ観測が強まっ

たことなどを受けて、大幅な円高となりました。中旬は、米国での利上げ観測が強まったことなどを受けて、ドル/円は上昇しました。下旬

は、トランプ大統領による円安懸念発言が材料視されたことなどから、ドル/円は上昇幅を縮めました。

＜運用経過＞

当ファンドの運用は「SBI岡三 NASDAQ AIアクティブマザーファンド（以下マザーファンド）」を通じて行い、実質株式組入比率を高位

で推移させました。

マザーファンドにつきましては、運用方針に則り、AIによる投資候補銘柄の予測リターン順位を基に、定量アプローチによるリスクコン

トロールを行い、ポートフォリオを構築しました。当月は、トラック運輸株やユニフォームレンタル株などを売却した一方、フードデリバリー

株や飲料株を新規に組み入れました。また、各組入銘柄の投資比率を調整し、AI予測や定量データの変化を基にポートフォリオを見直し

ました。

このような運用の結果、当ファンドの分配金再投資基準価額は上昇しました。当月は、為替市場における円高ドル安の進行がマイナスに

影響したものの、組入銘柄の株価上昇がプラスに寄与しました。個別銘柄では、新たに発表されたAIアシスタントが好評を博し、AI事業

への期待が高まったソーシャル・ネットワーキング・サービス株や、データセンター向け光通信やカスタム半導体の需要拡大を背景に、AIイ

ンフラ関連事業の高成長が続くと見込まれる半導体株などがプラスに寄与しました。一方、AIアシスタントによる旅行予約の代行により、

顧客接点や手数料収入が侵食されるとの懸念が強まったオンライン旅行予約株や、複数の金融機関による投資判断の引き下げが嫌気さ

れたストリーミング配信株などが、基準価額の押し下げ要因となりました。

＜今後の運用方針＞

当面の米国株式市場は、好調な企業業績を背景として堅調な展開を予想します。ただし、好調な企業業績の一部には、投資先の評価益

など持続性を見込みづらいものが含まれている点には留意が必要です。米国の中間選挙で民主党が両院で過半数の議席を獲得する場

合には、AIデータセンター建設への規制が強化されるという懸念などが強まると考えられ、株価下落につながる可能性があります。その

他にも株価が下振れる可能性としては、株式市場から債券市場への大規模な資金移動が発生する場合などが挙げられます。

当ファンドの今後の運用につきましては、マザーファンド受益証券への投資を通じた実質株式組入比率を高位に推移させる方針です。

マザーファンドの運用につきましては、運用方針に則り、AIによる投資候補銘柄の予測リターン順位を基に、定量アプローチによるリス

クコントロールを行い、ポートフォリオを構築する方針です。

※ 今後の運用方針等は、将来の市場環境の変動等により変更される場合があります。また、市場環境等についての評価、

分析等は、将来の運用成果を保証するものではありません。

SBI岡三 NASDAQ AIアクティブファンド
追加型投信／海外／株式
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　ファンド情報

設　定　日 2024年6月28日

償　還　日 2045年6月12日

決　算　日 毎年6月12日および12月12日（休業日の場合は翌営業日）

　ファンドの特色（1）

SBI岡三 NASDAQ AIアクティブファンド
追加型投信／海外／株式
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　投資リスク（1）

　ファンドの特色（2）
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　投資リスク（2）
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　お申込みメモ

SBI岡三 NASDAQ AIアクティブファンド
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　ファンドの費用

SBI岡三 NASDAQ AIアクティブファンド
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日本証券業
協会

一般社団法人
資産運用業

協会

一般社団法人
金融先物

取引業協会

一般社団法人
第二種金融商品

取引業協会

（金融商品取引業者）

株式会社ＳＢＩ証券 関東財務局長（金商）第44号 ○ ○ ○ ○

株式会社SBIネオトレード証券 関東財務局長（金商）第8号 ○ ○

商号 登録番号

加入協会

　販売会社について

受益権の募集の取扱い、投資信託説明書（交付目論見書）、投資信託説明書（請求目論見書）及び運用報告書の交付の取扱
い、解約請求の受付、買取請求の受付・実行、収益分配金、償還金及び解約金の支払事務等を行います。

SBI岡三 NASDAQ AIアクティブファンド
追加型投信／海外／株式

　ご注意

・ 本資料はＳＢＩ岡三アセットマネジメント株式会社が作成した資料です。購入の申込みに当たっては、投資信託説明書
（交付目論見書）をお渡ししますので必ず内容をご確認のうえ、投資判断はお客様ご自身で行っていただきますようお
願いします。投資信託説明書（交付目論見書）の交付場所につきましては「販売会社について」でご確認ください。

・ 本資料中の運用実績等に関するグラフ・数値等はあくまでも過去の実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証
するものではありません。また、税金、手数料等を考慮しておりませんので、投資者の皆様の実質的な投資成果を示す
ものではありません。

・ 本資料の内容は作成基準日のものであり、将来予告なく変更されることがあります。また、市況の変動等により、方針
通りの運用が行われない場合もあります。

・ 本資料は当社が信頼できると判断した情報を基に作成しておりますが、その正確性・完全性を保証するものではありま
せん。

※株式会社ＳＢＩ証券は、一般社団法人日本STO協会にも加入しております。

当レポートは10枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。（10/10）  553178


